
１１ 2024年（令和6年）10月16日（水曜日） （第三種郵便物認可）
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第1371号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
『
第

回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
釧
路
大
会
』
が
９
月

日
（
金
）
、

日
（
土
）
に
釧
路
市
内
で

年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会
の
共
催
、
釧
路
商
工
会
議
所
青
年
部
の
主
管
で
行
わ
れ
、
全
国
各
地
の

青
年
部
の
会
員
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ら
約
７
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日に行われた記念式典

式典で行われたブロック旗伝達式

ブランディングについて学んだ研修会

要望書を手交する畑中議長、坂野部会長、蝦名市長

（左から）
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当
所
は
釧
路
市
、
釧
路
信
用

金
庫
と
共
催
し
『
販
路
拡
大
・

磨
き
上
げ
研
究
会
』
の
第
１
回

研
修
会
を
９
日
（
水
）
道
東
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、

市
内
の
食
品
加
工
事
業
者
を
中

心
に
約

人
が
参
加
し
た
。

　
本
事
業
は
平
成

年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

選
ば
れ
る
商
品
・
事
業
者
と
な

る
た
め
の
商
品
開
発
・
磨
き
上

げ
と
〝
自
社
ら
し
さ
〞
を
追
求

し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
４
回

に
わ
た
る
研
修
会
で
学
ぶ
ほ

か
、
個
別
相
談
会
、
商
談
会
を

通
じ
て
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

　
メ
イ
ン
講
師
に
は
、
初
年
度

か
ら
事
業
に
携
わ
る
㈱
日
本
ツ

ナ
ガ
ル
総
合
研
究
所
の
稲
葉
潤

一
代
表
取
締
役
と
新
た
に
㈱
Ｂ

ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
の
長
田
敏
希
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
針
谷
誠
児

執
行
役
員
を
迎
え
た
。

　
９
日
は
『
自
社
ら
し
さ
を
作

り
込
む
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
理
解

と
自
社
の
強
み
の
深
堀
』
を
テ

ー
マ
に
実
施
。
針
谷
氏
が
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
基
礎
を
解
説
し

た
後
、
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
㈱

稲
庭
う
ど
ん
小
川
（
秋
田
県
湯

沢
市
）
の
小
川
選
子
専
務
取
締

役
が
講
演
し
た
。
同
社
は
長
田

氏
ら
の
支
援
を
受
け
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
売
上

向
上
・
販
路
開
拓
を
実
現
。
地

方
中
小
企
業
の
先
進
事
例
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
小
川
氏
は
自
身
の
経
験
か
ら

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
際

は
役
員
だ
け
で
な
く
社
員
全
員

が
理
解
し
進
め
る
こ
と
が
大

事
」
と
強
調
。
全
社
員
で
自
社

商
品
や
競
合
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を

分
析
し
言
語
化
す
る
こ
と
で
気

付
く
点
が
多
く
あ
っ
た
と
話
し

「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は

勇
気
が
必
要
。
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
講
演
後
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
参
加
者
は
講
師
陣

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
自
社

・
競
合
・
顧
客
の
現
状
を
分
析
。

次
回
以
降
も
研
修
や
個
別
相
談

を
通
じ
て
自
社
ら
し
さ
を
深
掘

り
し
て
い
く
。

　
次
代
の
地
域
経
済
を
担
う
青

年
経
済
人
に
よ
り
組
織
さ
れ
る

商
工
会
議
所
青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

で
は
、
企
業
の
発
展
と
豊
か
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
研
究

・
研
鑽さ

ん

を
目
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
を
開
催
し
て
い
る
。
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
３
大
事
業
の
一
つ
で
あ

る
本
大
会
は
、
全
国
９
つ
の
エ

リ
ア
ご
と
に
実
施
し
研
修
と
事

業
の
成
果
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の

交
流
・
連
携
の
輪
を
拡
げ
て
い

る
。

　
釧
路
大
会
は
、
先
人
た
ち
が

築
い
て
き
た
歴
史
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
釧
路
の
〝
食
、
自
然
、

観
光
〞
な
ど
の
魅
力
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
を
込

め
『
覧
古
考
新
〜
く
し
ろ
の
ち

か
ら
〜
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
。

　
大
会
当
日
は
、

日
に
北
海

道
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
合
会
代
表
役
員
会

な
ど
の
会
議
や
前
泊
者
懇
親

会
、

日
に
は
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
記
念
式
典
が
釧
路
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

た
。

　
式
典
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
尾
越
亮
介

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事

（
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
「
こ
の
大

会
で
し
か
体
験
で
き
な
い
〝
釧

路
〞
が
多
く
あ
る
。
そ
れ
ら
を

皆
さ
ま
の
地
域
に
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
吉
川
裕
太

会
長
（
秋
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
「
全

国
の
仲
間
と
と
も
に
未
来
を
見

据
え
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

姿
を
し
っ
か
り
つ
く
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
田

野
竜
之
介
大
会
会
長
は
「
北
海

道
の
礎
を
築
い
た
開
拓
者
の
精

神
を
継
承
し
な
が
ら
、
未
来
を

切
り
拓
く
た
め
の
大
会
に
し
た

い
」
と
想
い
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
開
催
地
商
工
会
議

所
と
し
て
栗
林
定
正
当
所
会
頭

が
あ
い
さ
つ
し
た
の
ち
、
来
賓

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
北
海
道

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
に
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
田
野
氏
が
選
任
さ
れ
た

こ
と
や
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

理
事
予
定
者
、
次
回
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催
地
が
稚
内

と
な
る
こ
と
を
発
表
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
旗
を
伝
達
し
た
。

　
そ
の
後
、
次
回
開
催
地
や
全

国
会
長
研
修
会
、
全
国
大
会
を

主
管
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
開
催
地
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。

　
式
典
後
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け

た
記
念
講
演
や
、
石
炭
産
業
に

つ
い
て
学
ぶ
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ

ン
の
施
設
見
学
、
湿
原
ノ
ロ
ッ

コ
号
乗
車
体
験
、
釧
路
港
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
な
ど
６
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
分
科
会
を
実
施
。
夜
に

は
大
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
参

加
者
は
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
釧
路
の
食
や
産
業
、
文
化
に

触
れ
知
見
を
広
げ
た
。

　
釧
路
市
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
（
市
商
連
）
で
は
『
歳
末

連
合
大
売
出
し
』
の
参
加
店
を

月
１
日
（
金
）
ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
料
は
振
興
組
合
な
ど
が

５
万
円
、
商
店
会
・
業
種
組
合

な
ど
が
３
万
円
、
不
参
加
商
店

街
、
商
店
街
地
区
外
の
参
加
希

望
店
お
よ
び
飲
食
店
は
１
店
２

千
円
。
売
り
出
し
期
間
は
、

月

日
（
金
）
〜

月

日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
お
申
し
込
み
・
詳
細
は
、
市

商
連
事
務
局
０
１
５
４
（

）

６
５
０
０
（
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
）
へ
。

参
加
店
を
募
集
中

歳
末
連
合
大
売
出
し

　
当
所
建
設
部
会
（
坂
野
賀
孝

部
会
長
）
で
は
、
９
月

日
（
月
）

午
後
３
時
よ
り
釧
路
市
役
所
庁

舎
内
で
、
釧
路
市
に
対
し
て
公

共
事
業
の
確
保
と
発
注
に
関
す

る
要
望
を
行
っ
た
。

　
本
要
望
会
は
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
除
雪
作
業
等
に
よ
る

市
民
生
活
の
維
持
、
災
害
時
の

復
旧
・
支
援
活
動
を
行
う
な
ど

地
域
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担

う
建
設
業
界
の
安
定
し
た
経
営

維
持
を
目
的
と
し
て
例
年
実
施

し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
蝦
名
大
也
市
長
と

畑
中
優
周
市
議
会
議
長
、
市
幹

部
職
員
、
当
部
会
の
正
副
部
会

長
や
評
議
員
ら
約

人
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
坂
野
部
会
長
よ

り
蝦
名
市
長
、
畑
中
議
長
へ
要

望
書
を
手
交
し
た
。
坂
野
部
会

長
は
「
当
業
界
は
地
域
住
民
の

命
と
安
全
を
守
る
役
割
を
担
う

〝
守
り
手
〞
。
業
界
が
抱
え
る

課
題
解
決
に
向
け
て
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
濱
谷
美
津
男
副
部

会
長
が
要
望
内
容
の
詳
細
を
説

明
。
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
や
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

働
き
方
改
革
関
連
法
に
伴
う
労

務
単
価
・
工
期
設
定
の
見
直
し
、

大
規
模
製
材
工
場
進
出
に
対
す

る
地
元
木
材
業
界
へ
の
支
援
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
地

震
に
お
け
る
津
波
へ
の
対
応
の

強
化
な
ど

項
目
に
つ
い
て
要

請
し
た
。

　
要
望
を
受
け
て
、
蝦
名
市
長

は
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
市
民
生

活
を
支
え
る
と
と
も
に
経
済
活

動
を
循
環
さ
せ
る
効
果
を
生

む
。
し
っ
か
り
と
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
地
震

に
よ
る
津
波
の
対
応
に
つ
い
て

釧
路
市
で
は
国
の
方
針
の
も

と
、
頻
度
の
高
い
津
波
に
は
防

波
堤
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で

対
応
し
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

に
対
し
て
は
命
を
守
る
た
め
に

避
難
す
る
こ
と
を
軸
に
避
難
場

所
を
確
保
す
る
よ
う
進
め
て
い

る
こ
と
を
説
明
。

　
ま
た
、
畑
中
議
長
は
「
要
望

内
容
は
議
会
で
も
共
有
し
、
し

っ
か
り
と
検
討
し
た
い
」
と
回

答
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
蝦
名
市
長
や
畑
中

議
長
と
意
見
交
換
を
行
い
、
業

界
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
た
。


